
調査日 平成 年 月 日

1 調査時 ： ～ ： 備

調査員

所在地 考

世帯主

2
外
観

4
基
礎
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5 □柱（又は耐力壁）の損傷率が75％以上

（注）この表における(1)～(8)は、調査票３頁の(1)～(8)の値とする
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□傾斜が2cm以上である
（→傾斜による損害割合を15%とし、h列計とi列計のうち大きい値を損害割合とする）
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損害割合

ｅ＋ｆ

部位別
損害割合
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階別部位別損害割合

主要階 その他階

部位別
損害割合

損傷長

□
大規模半壊

ｅ

柱(又は

耐力壁)
20

10

ｂ ｃ ｄ

損傷率＝
損傷長／全長×

100

□
全壊

判定 □
半壊に至らない

□
半壊

20%未満 20%以上 40%以上 50%以上損害割合

□住家全部が倒壊している又は住家の一部の階が全部倒壊している
□地震に伴う地盤被害により基礎に著しい損傷がある

□判定へ
　　(全壊)

測定箇所 ④ 平均値
傾
斜

3 □判定へ
　　(全壊)

水平
距離
(cm)

① ② ③

住家被害認定調査票
（地震：木造・プレハブ_第2次-1）

調査票
番　 号

該当あり

6cm以上

損傷率
75％以上

【損害割合算出表】

２頁「6」以降へ

75％以上
□判定へ
　　(全壊)

※1：屋根にあっては(5)×(3)、設備にあっては(7)の値を記入
※2：屋根にあっては(6)×(4)、設備にあっては(8)の値を記入
※3：基礎にあっては「4基礎」の損傷率×0.1の値を記入

15%以上で全壊

損傷率



【　　階平面図　・　屋根伏図】

6

住家被害認定調査票
（地震：木造・プレハブ_第2次-2）

調査票
番　 号



計 計

7
面積
率 床 1.0 屋根 1.0

(5) (6)
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 無被害 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3
程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 無被害 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3
程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10
本数(面積)率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 本数(面積)率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 無被害 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 2 2 程度Ⅰ 0 0 1 1 2 2
程度Ⅱ 1 1 2 3 4 5 程度Ⅱ 1 1 2 3 4 5
程度Ⅲ 1 2 4 6 8 10 程度Ⅲ 1 2 4 6 8 10
程度Ⅳ 2 3 6 9 12 15 程度Ⅳ 2 3 6 9 12 15
程度Ⅴ 2 4 8 12 16 20 程度Ⅴ 2 4 8 12 16 20
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 無被害 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 0 0 1 程度Ⅰ 0 0 0 0 0 1
程度Ⅱ 0 0 1 1 1 1 程度Ⅱ 0 0 1 1 1 1
程度Ⅲ 0 1 1 2 2 3 程度Ⅲ 0 1 1 2 2 3
程度Ⅳ 0 1 2 2 3 4 程度Ⅳ 0 1 2 2 3 4
程度Ⅴ 1 1 2 3 4 5 程度Ⅴ 1 1 2 3 4 5
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 無被害 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2 程度Ⅰ 0 0 1 1 1 2
程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4 程度Ⅱ 0 1 2 2 3 4
程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8 程度Ⅲ 1 2 3 5 6 8
程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11 程度Ⅳ 1 2 5 7 9 11
程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15 程度Ⅴ 2 3 6 9 12 15
枚数率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 枚数率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 無被害 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3
程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10
面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計 面積率 ～10％ ～20％ ～40％ ～60％ ～80％ ～100％ 計
無被害 0 0 0 0 0 0 無被害 0 0 0 0 0 0
程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1 程度Ⅰ 0 0 0 1 1 1
程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3 程度Ⅱ 0 1 1 2 2 3
程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5 程度Ⅲ 1 1 2 3 4 5
程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8 程度Ⅳ 1 2 3 5 6 8
程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10 程度Ⅴ 1 2 4 6 8 10

階

3％．再使用が不可能

損傷の状況

2％．バスタブの割れ等

1％．配管のズレ等

その他階

％

主要階

その他階

主要階/その他階 損傷の状況 計
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2％．再使用は可能だが大きく破損
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住家被害認定調査票
（地震：木造・プレハブ_第2次-3）

調査票
番　 号

主要階
・

その他階

主要階
・

その他階

(1) (2) (3) (4)
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％

10
％
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(8)


